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法的な位置づけ

■都市計画マスタープランの法的な位置づけ

○都市計画マスタープランは、都市計画法（第十八条の二）に規定された
「市町村の都市計画に関する基本的な方針」

■立地適正化計画の法的な位置づけ

○立地適正化計画は、都市再生特別措置法（第八十一条）に規定された
市町村が住宅及び都市機能増進施設の立地の適正化を図るための計画

⇒ 都市計画法 第十八条の二
市町村は、議会の議決を経て定められた当該市町村の建設に関する基本構想
並びに都市計画区域の整備、開発及び保全の方針に即し、当該市町村の都市
計画に関する基本的な方針（以下この条において「基本方針」という。）を
定めるものとする。

⇒ 都市再生特別措置法 第八十一条
市町村は、都市計画法第四条第二項に規定する都市計画区域内の区域につい
て、都市再生基本方針に基づき、住宅及び都市機能増進施設（医療施設、福
祉施設、商業施設その他の都市の居住者の共同の福祉又は利便のため必要な
施設であって、都市機能の増進に著しく寄与するものをいう。以下同じ。）
の立地の適正化を図るための計画（以下「立地適正化計画」という。）を作
成することができる。

⇒ 都市再生特別措置法 第八十一条の12（一部抜粋）
市町村の都市計画に関する基本的な方針との調和が保たれたものでなければ
ならない。
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計画の位置づけ

大村市都市計画マスタープラン

第５次大村市総合計画

大村市
まち・ひと・しごと
創生総合戦略

大村市立地適正化計画

連携

・公共施設等総合管理計画

・地域公共交通網形成計画

・社会資本総合整備計画

県

整合

大村市
国土強靭化
地域計画
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計画の期間（見直し）

2007

H19

2008

H20

2009

H21

2010

H22

2011

H23

2012

(H24)

2013

(H25)

2014

(H26)

2015

(H27)

2016

(H28)

2017

(H29)

2018

(H30)

2019

(R1)

2020

(R2)

2021

(R3)

2023

(R5)

2024

(R6)

2025

(R7)

2026

(R8)

2027

(R9)

2028

(R10)

2029

(R11)

2030

(R12)

2031

(R13)

2032

(R14)

基本目標５：機能的で環境と調和したまち

　政策5-1　コンパクトで暮らしやすいまちづくり

　　政策１　計画的な土地利用と都市拠点機能の充実

　　大村市都市計画マスタープラン　（策定２０１２～目標２０２８）

 ※10年毎の見直し

　　大村市都市計画マスタープラン　（策定２０２２～　）

　　大村市立地適正化計画　（策定２０１７～目標２０３６）

都市再構築戦略事業、都市機能立地支援事業

 ※５年毎の見直し

　　大村市立地適正化計画の見直し　（２０２２）

郡川ハザードマップ改訂

大上戸川・内田川ハザードマップ改訂

見直し
作成期間

見直し
作成期間

見直し
作成期間

将来像 ： しあわせ実感都市　大村
～行きたい、働きたい、住み続けたい～

2022

(R4)

 令和４年秋 新幹線開業

計画作成期間

第５次大村市総合計画　（２０１６～２０２５）

将来の都市像：
　日本一住みたくなるまち　大村

10年

5年
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都市計画マスタープランとは

「どこを整備・開発するか」
「どこを保全するか」などの
まちづくりに関する考えを定める。

■都市計画マスタープランの役割

○将来都市像の明確化

○一体的・総合的なまちづくりのための運用指針

○都市計画制度や施策、事業を進めるための運用指針

○市民・事業者・行政の協働によるまちづくりの運用指針 等

■現行計画の構成

○計画内容

第１部 はじめに

第２部 現況と課題

第３部 全体構想

第４部 地域別構想

第５部 実現化方策

参考資料

○計画期間：2012年(H24)～2028年(R10)

（概ね20年、10年毎見直し）
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都市計画マスタープランの対象範囲

○大村市全域が対象(P3)

⇒ 「都市計画に関する基本的な方針」を示すも
のであるため、基本的には、都市計画区域を
対象にするものであるが、市全体の将来像を
市民と共有し、実現を目指す必要があるため、
都市計画区域外を含めた市全域を対象として
います。また、市全域を４つの地域に区分し
ています。

■都市計画マスタープランの対象範囲
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都市計画マスタープランの概要①

将来都市像(P36)

将来都市像：日本一 ”住みたくなるまち” 大村

都市づくりの目標(P37)

・大村らしさの発揮により、魅力と活力を創出します
・賑わいと成長をもたらす、新たな交流・連携を展開します
・元気・笑顔の暮らしを支える、快適な居住環境をつくります

都市整備の方針
・道路・交通の整備方針(P54～P58)

・水とみどりの整備方針(P59～P63)

・上下水道の整備方針(P64～P65)

・居住環境の整備方針(P66)

・景観形成の整備方針(P67～P69)

・安全・安心まちづくりの方針(P70～P71)

●現行計画の全体構想

■将来都市構造図（マスタープランP38～P42）

※特に「土地利用および拠点整備方針」「道路・交通の
整備方針」が立地適正化計画と関連

※基本構想

土地利用および拠点整備の方針(P43～P53)

・土地利用および拠点整備方針

※分野別の方針
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都市計画マスタープランの概要②

●現行計画の整備方針

基
本
方
針

・自然環境との共生による土地利用の推進
・地域の拠点となる利便性が高い
市街地環境の形成

・地区特性に応じた土地利用および
市街地整備の推進

■土地利用の方針図（P53）

○土地利用及び拠点整備方針(P43～P53)
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都市計画マスタープランの概要③

●現行計画の整備方針

基
本
方
針

・良質で安全な水の安定供給
・快適な市民生活と良好な水質環境の保全

○上下水道の整備方針(P64～P65)

基
本
方
針

・多様な住み方に応じた居住環境の創出

○居住環境の整備方針(P66)

基
本
方
針

・災害に強い都市づくり
・防犯環境の向上

○安全・安心まちづくりの方針

基
本
方
針

・個性ある景観資源の保全と活用
・優れた景観と調和する街なみの創出

○景観形成の整備方針(P67～P69)

基
本
方
針

・交流を促進する交通ネットワークの整備
・環境にやさしい交通体系の創出
・人にやさしい交通環境の整備

○道路・交通の整備方針(P54～P58)

基
本
方
針

・豊かな自然環境の保全と活用
・みどり豊かな都市空間の創出
・協働の取組

○水とみどりの整備方針(P59～P63)

(P70～P71)
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都市計画マスタープランの概要④

●現行計画の地域別構想(P72～P99)

農業と観光資源を生かした魅力
あふれるまち

まちづくりのテーマ

里山の自然を生かしたうるおい
豊かなまち

まちづくりのテーマ
歴史と文化が調和したにぎわいのまち

まちづくりのテーマ

人・地域・自然が未来へつながる
交流のまち

まちづくりのテーマ

まちづくりの基本目標

・地域資源の連携強化による地域
活力の創出

・うるおい豊かな街なみの創出

・美しい海と山に囲まれた田園環境の
形成

・集落地区の活力の維持・創出

まちづくりの基本目標

・各地域・拠点を結び、都市の活力を
創出させる玄関口の形成

・利便性が高く快適な居住環境の
形成

まちづくりの基本目標

・歴史と文化が織りなす賑わいある
中心拠点の形成

・成熟した居住環境の創出
・歴史資源と自然資源が調和した
風格ある都市空間の形成

まちづくりの基本目標
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〇計画内容

序章 社会情勢の大きな変革への対応
第１章 大村市の現況把握
第２章 大村市の将来見通し
第３章 今後のまちづくりの課題
第４章 立地適正化計画の基本的方針
第５章 都市機能誘導区域の設定
第６章 居住誘導区域の設定
第７章 計画を実現するための施策の方針

〇計画期間：2017年(H29)～2036年(R18)

（概ね20年、5年毎の見直し）

立地適正化計画とは

■立地適正化計画の役割

○都市機能誘導区域の設定

○居住誘導区域の設定

○人口や都市機能の誘導に係る

誘導施策の設定 等

「コンパクトシティ＋ネットワーク」の形成

・都市機能と居住を集約、誘導し人口を集中

・公共交通ネットワークの再構築

※立地適正化計画は、
都市計画マスタープラン
の将来像・目標、方針等
の実現に向けて作成する
計画となります。

■現行計画の構成

用途地域等
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立地適正化計画の対象範囲

〇都市計画区域が対象(P58)

（都市機能・居住誘導区域の設定に
おいては、用途地域が対象）

⇒ 都市再生特別措置法により、策定範
囲が都市計画区域に指定されている
ため、都市計画区域内を対象とする。

■立地適正化計画の対象範囲

居住誘導区域

都市機能誘導区域

⇒ ４種類の都市機能誘導区域
（都市拠点・地域拠点・地区拠点・

政策拠点）に分類しています。

８拠点

■誘導区域全体図（立地適正化計画P105）
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立地適正化計画の概要①

将来都市像
将来都市像：日本一 ”住みたくなるまち” 大村

都市づくりの目標

・大村らしさの発揮により、魅力と活力を創出します
・賑わいと成長をもたらす、新たな交流・連携を展開します
・元気・笑顔の暮らしを支える、快適な居住環境をつくります

●現行計画の基本的方針

立地適正化計画の目標(P59)

・ずっと住み続けられる都市づくり
・市民が便利で快適に生活できる都市づくり

・誘導方針(P64)

・拠点形成の方針（P65）

各種方針

■将来都市構造図（P66）

※都市計画マスタープランの
将来都市構造図を一部修正
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立地適正化計画の概要②

●現行計画の都市機能誘導区域と居住誘導区域

①人が多く住んでいる場所（人口集積度）
②公共交通の利便性の高い区域（交通利便性）
③日常生活における施設の利便性が高い場所
（生活利便性）

④土地の経済効率が高い場所（土地収益性）

■誘導区域全体図（立地適正化計画P87）⇒ 都市計画マスタープランで定めた土地利
用の区分・配置方針を踏まえながら、都
市機能誘導区域、居住誘導区域の適用条
件より、区域の設定を行っています。

①公共交通の利便性の高い区域
②既存の都市機能の集積が見られる場所
③現況用途地域の指定状況

都市機能誘導区域の適用条件(P67～P68)

居住誘導区域の適用条件(P99～P100)
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立地適正化計画の概要③

●現行計画の誘導施設
⇒ 都市計画マスタープランで示されている

全体構想・地域別構想を踏まえつつ、立
地適正化計画で位置づけた各拠点地域に
誘導する施設を設定しています。

■拠点ごとの誘導施設一覧(P96)

■都市機能誘導区域と誘導施設（立地適正化計画P97）
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都市計画マスタープランと立地適正化計画の構成

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

立
地
適
正
化
計
画

現況・課題

都市の現状に対
する分析

・人口
・産業
・土地利用
・財政
・自然、文化 等

都市の構造に対
する分析

・各種施設分布
（医療、商業、福
祉等の都市施設）
・人口分布
・公共交通の運行
状況 等

基本的方針

立地適正化計画
の基本的方針

・計画の目標
・将来都市構造
・誘導方針

分野別の方針

・土地利用及び
拠点

・道路、交通
・水とみどり
・上下水道
・居住環境
・景観形成
・安全、安心
まちづくり

全体構想 地域別構想

地域別構想

・位置づけ
・地域区分 等

地域別まちづくり
構想

・北部地域
・中北部地域
・中南部地域
・南部地域

実現化方策

実現化に向けた
取組

・基本的な考え

実現化に向けた
整備プログラム

・整備プログラム
・進行管理

誘導区域の設定

都市機能誘導区
域の設定

・都市機能誘導
区域

・誘導施設

居住誘導区域の
設定

・居住誘導区域

施策の方針

誘導施策

・基本的な考え
・施策の方針

目標値の設定

・目標
・指標

届出制度の運用

見直しの考え

全体構想

都市づくりの基本
構想

・将来都市像
・都市づくりの目標
・将来都市構造

反
映

反
映

反
映
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策定のフロー

検討内容住民参加 会議関係

現況・課題の整理（各課照会）

基本構想の検討

分野別方針の検討

地域別構想の検討

実現化方策の検討

計画の作成

市民意向把握
（アンケート）

パブリック
コメント

計画の概要等の説明・アンケート調査の説明

庁
内
策
定
検
討
委
員
会

（
原
案
の
作
成
）

策
定
検
討
委
員
会

（
検
討
機
関
「意
見
・提
言
」
）

調整
検討

今回
立地適正化計画都市計画マスタープラン

反映

誘導区域・誘導施設
の検討

・居住誘導区域
・都市機能誘導区域
・誘導施設

基本的方針の検討

施策の方針の検討

反映

反映

意見
収集

整
合

市民懇談会
（ワークショップ）

整
合

整
合

整
合
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6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

全体構想

庁内策定委員会　

策定検討委員会　

会
議

市民意向把握
（アンケート調査）
市民懇談会
（ワークショップ）

誘導区域・誘導施設

施策の方針

都
市
計
画

マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン

立
地
適
正
化

計
画

都市づくりの基本構想

分野別方針

地域別構想

実現化方策

基本的方針

令和2年度 令和3年度

共
通

計画書作成

現況・課題
立地適正化計画（都

市構造評価を含む）

の課題整理

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

策定のスケジュール（案）

■会議内容

■策定のスケジュール

① ② ③ ④ ⑤ ⑥

都市計画マスタープラン 立地適正化計画

① 計画の概要・説明、策定の流れについて 計画の概要・説明、策定の流れについて

② 基本的な課題について 基本的な課題について

③ 都市づくりの基本構想、全体構想（素案）について ー

④ ー 基本的方針、誘導区域・誘導施設について

⑤ 全体構想、地域別構想、実現化方策について 施策の方針について

⑥ 都市計画マスタープラン（案）について 評価方法、立地適正化計画（案）について
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